
JP 2008-508374 A 2008.3.21

(57)【要約】
本発明はポリカーボネートおよび、ポリカーボネートの吸水性を低下させ、流動性を改良
する添加剤として少なくとも一つの環状ホルマールを含む熱可塑性成形組成物、および成
形物体、特に光学データ記憶媒体（例えば、コンパクトディスク、ビデオディスク、デジ
タル多用途ディスクおよび別の追記型または書き換え／消去可能な光学データ記憶媒体）
の製造へのこの成形組成物の使用、および対応する成形物体それ自体に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリカーボネートおよび／またはポリエステルカーボネートおよび少なくとも一つの式
（１）
【化１】

（式中、残基Ｏ－Ｄ－ＯまたはＯ－Ｅ－Ｏはランダムに組み込まれたジフェノレート残基
であり、ここで、－Ｄ－および－Ｅ－は互いに独立して、任意にヘテロ原子を含んでもよ
い一以上の芳香核または縮合芳香核を含んでもよく、任意にＣ１～Ｃ１２アルキル残基ま
たはハロゲンで置換されていてもよく、架橋員として脂肪族残基、脂環式残基、芳香核ま
たはヘテロ原子を含んでもよい、Ｃ原子を６～４０個有する芳香族残基であり、かつ
ｎ　が３～２５である。）
の環状オリゴホルマールを含む組成物。
【請求項２】
　該ポリカーボネートの分子量が１５，０００～３５，０００である、請求項１記載の組
成物。
【請求項３】
　ＤとＥとが異なっている、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
　Ｄ対Ｅのモル比が９５：５～５：９５である、請求項３に記載の組成物。
【請求項５】
　環状オリゴホルマールを１０～６０，０００ｐｐｍ（ポリカーボネートおよび／または
ポリエステルカーボネートに対して）の量で含む、請求項１～４に記載の組成物。
【請求項６】
　添加剤を含む、請求項１～５に記載の組成物。
【請求項７】
　成形品の製造への請求項１～６に記載の組成物の使用。
【請求項８】
　請求項１～６に記載の組成物から得られる成形品。
【請求項９】
　請求項１～６に記載の組成物から得られる光学データ記憶媒体。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、環状オリゴホルマールに関する。また、本出願はポリカーボネートとポリカ
ーボネートの吸水性を減らし、かつ流動性を改良する添加剤として本発明による少なくと
も一つの環状ホルマールとを含む熱可塑性成形組成物、および成形品、特に光学データ記
憶媒体（例えば、コンパクトディスク、ビデオディスク、デジタル多用途ディスクおよび
別の追記型光学データ記憶媒体または書き換え／消去可能な光学データ記憶媒体）の製造
へのそのような成形組成物の使用、および対応する成形品それ自体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリカーボネートは、その性質（例えば透明度、耐熱性および寸法安定性）の特有の組
み合わせのため、光学データ記憶媒体の射出成形または射出圧縮成形用材料として一般的



(3) JP 2008-508374 A 2008.3.21

10

20

30

40

に使用される。一般的に３００℃～４００℃の範囲内の温度で行う加工性を改良するため
に、添加剤（例えば離型剤および安定剤）を一般的にポリカーボネートに添加する。
【０００３】
　ビスフェノールＡに基づく芳香族ポリカーボネートが、特に、光学データ記憶媒体の製
造に使用される。しかしながら、ビスフェノールＡに基づく芳香族ポリカーボネートは、
０．３４ｗｔ．％まで水を吸収する能力があり、このことは、このデータ記憶媒体の寸法
安定性に好ましくない影響を与え得る。しかしながら、寸法安定性の改良は、特に、ブル
ーまたはブルー－グリーンレーザーを使用する場合に重要である。
【０００４】
　ＵＳ　Ｂ　６，３９１，４１８は、寸法安定性を増す（収縮を減らす）ための添加剤と
してビフェニル誘導体を含むデータ記憶媒体用基材を開示している。
【０００５】
　少量のｍ－テルフェニルのビスフェノールＡポリカーボネートへの添加が、Ｍ．　Ｕｅ
ｄａ，　Ｍｉｔｓｕｂｉｓｈｉ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ　Ｃｏｒｐ
．，　Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｄｉｇｅｓｔ　ｏｆ　Ｊｏｉｎｔ　ＩＳＯＭ／ＯＤＳ　２０
０２　Ｗａｉｋｏｌｏａ　Ｈａｗａｉｉ，　８．７．２００２，３３～３５頁に開示され
ており、この添加は吸水性の低下をもたらす。しかしながら、これらのビフェニル誘導体
は、ブルーまたはブルー－グリーン領域のスペクトルの吸収を示す高度に共役した芳香族
π－システムである、という欠点を有する。このことは、この波長領域において操作する
記憶技術に好ましくない。テルフェニルは、更に、ポリカーボネートとの混合物において
機械的性質に悪影響を有する比較的硬質の分子である。
【０００６】
　従って、先行技術で開示されている選択肢は、あらゆる点を満たす結果を提供しない。
しかしながら、先行技術には環状オリゴホルマールが添加剤として好適であり得るという
示唆は見あたらない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明の目的は、吸水性の低い、従ってより良好な寸法安定性を示す、ポリカ
ーボネートを含む熱可塑性成形組成物を提供することである。より高い記憶容量を有し、
更により薄くすることも可能である新規のディスクフォーマット（例えば、デジタル多用
途ディスク（ＤＶＤ））は、ＣＤと比較すると特により高い熱安定性を必要とする。成形
品への加工の間に起こる全ての材料ダメージおよび金型における付着物の形成がより重大
になってきている。従って、吸水性を減らすと同時に溶融粘度を減少させ、いくらか低い
温度においてより良好な流動性をもたらす添加剤が望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　驚くべきことに、本発明の目的は、本発明による成形組成物を用いて改良されたデータ
記憶媒体の品質および改良されたこの材料の射出成形または射出圧縮成形による加工性お
よび吸水性の減少および従って最終的に改良された寸法安定性により達成された。
【０００９】
　従って本出願は、ポリカーボネートおよび吸水性を減らすための添加剤として本発明に
よる特定の化学構造をもつ少なくとも一つの環状オリゴホルマールを含む熱可塑性成形組
成物を提供する。これらの環状オリゴホルマールは、データ記憶媒体の改良された寸法安
定性を生じると同時により低い溶融粘度をもたらす。
【００１０】
　本発明によるオリゴホルマールは一般式（１）
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【化１】

（式中、残基Ｏ－Ｄ－ＯまたはＯ－Ｅ－Ｏはランダムに組み込まれたジフェノレート残基
であり、ここで、－Ｄ－および－Ｅ－は互いに独立して任意にヘテロ原子を含んでもよく
任意にＣ１～Ｃ１２アルキル残基またはハロゲンで置換されていてもよい一以上の芳香核
または縮合芳香核を含んでもよく、架橋員として脂肪族残基、脂環式残基、芳香核または
ヘテロ原子を含んでもよい、Ｃ原子６～４０個の芳香族残基であり、
ｎはリングサイズの尺度であり、２～２５、好ましくは２～２０、特に３～１０である。
）
のオリゴホルマールである。
【００１１】
　式（２）
【化２】

（式中、Ｒ１～Ｒ４は互いに独立してＨ、直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１８アルキルまたはア
ルコキシ残基、ハロゲン（例えばＣｌまたはＢｒ）または任意に置換されていてもよいア
リールまたはアラルキル残基、好ましくはＨまたは直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキル
、特に好ましくはＨまたはＣ１～Ｃ８アルキル残基およびより特に好ましくはＨまたはメ
チルであり、
ＸおよびＹは互いに独立して単結合、－ＳＯ２－、－ＣＯ－、－Ｏ－、－Ｓ－、Ｃ１～Ｃ

６アルキル、好ましくはメチルまたはエチル残基で置換されていてもよいＣ１～Ｃ６アル
キレン、Ｃ２～Ｃ５アルキリデン、Ｃ５～Ｃ６シクロアルキリデン残基、または任意にヘ
テロ原子を含む別の芳香環と縮合していてもよいＣ６～Ｃ１２アリーレン残基であり、
ｎは式（１）に関して上で示した意味を有する。）
の化合物もまた好ましい。
【００１２】
　式（１）におけるジフェノレート残基は、好ましくは以下に示すジフェノールから誘導
される：
　ヒドロキノン、レソルシノール、ジヒドロキシビフェニル、ビス（ヒドロキシフェニル
）アルカン、ビス（ヒドロキシフェニル）シクロアルカン、ビス（ヒドロキシフェニル）
スルフィド、ビス（ヒドロキシフェニル）エーテル、ビス（ヒドロキシフェニル）ケトン
、ビス（ヒドロキシフェニル）スルホン、ビス（ヒドロキシフェニル）スルホキシド、α
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，α’－ビス（ヒドロキシフェニル）ジイソプロピルベンゼン、およびこれらの環アルキ
ル化および環ハロゲン化化合物、および更にα，ω－ビス（ヒドロキシフェニル）ポリシ
ロキサン
【００１３】
　特に好ましいジフェノールは、４，４’－ジヒドロキシビフェニル（ＤＯＤ）、２，２
－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（ビスフェノールＡ）、１，１－ビス（４－
ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン（ビスフェノールＴＭＣ
）、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン、２，４－ビス（４－ヒド
ロキシフェニル）－２－メチルブタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－１－
フェニルエタン、１，１～１，４－ビス［２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－プロピ
ル］ベンゼン、１，３－ビス［２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－プロピル］ベンゼ
ン（ビスフェノールＭ）、２，２－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパ
ン、２，２－ビス（３－クロロ－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、ビス（３，５－ジ
メチル－４－ヒドロキシフェニル）メタン、２，２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒド
ロキシフェニル）プロパン、ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）スルホ
ン、２，４－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）－２－メチルブタン、
２，２－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒドロキシフェニル）プロパンおよび２，２－ビ
ス（３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニル）プロパンである。
【００１４】
　より特に好ましいジフェノールは、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン
（ビスフェノールＡ）、４，４’－ジヒドロキシビフェニル（ＤＯＤ）、１，３－ビス［
２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－プロピル］ベンゼン（ビスフェノールＭ）、２，
２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、１，１－ビス（４－
ヒドロキシフェニル）－１－フェニルエタン、２，２－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロパン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサンおよび１，１－
ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン（ビスフェノ
ールＴＭＣ）である。
【００１５】
　２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－プロパン（ビスフェノールＡ）、４，４’
－ジヒドロキシビフェニル（ＤＯＤ）、１，３－ビス［２－（４－ヒドロキシフェニル）
－２－プロピル］ベンゼン（ビスフェノールＭ）および１，１－ビス（４－ヒドロキシフ
ェニル）－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン（ビスフェノールＴＭＣ）がとりわけ
好ましい。
【００１６】
　環状オリゴホルマールは最も特に好ましくは一般式（３）
【化３】
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（式中、
Ｒ５～Ｒ８は互いに独立して好ましくはＨまたは直鎖または分枝Ｃ１～Ｃ１２アルキル、
特に好ましくはＨまたはＣ１～Ｃ８アルキル残基かつより特に好ましくはＨまたはメチル
であり、ここで、Ｒ５とＲ６またはＲ７とＲ８は更につながって、Ｃ１～Ｃ６アルキル置
換されてもよい、Ｃ５～Ｃ１０シクロアルキル残基を形成してもよく、
ｎは上述の意味を有する。）
により示される。
【００１７】
　式（４ａ）～（４ｃ）
【化４】

（式中、ｎは上述の意味を有する。）
の化合物が、更により特に好ましい。
【００１８】
　ジフェノールは単独で使用されても互いの混合物として使用されてもよい。環状オリゴ
ホルマールが異なるジフェノールから、好ましくは２つの異なるジフェノールから合成さ
れる（すなわち、式（１）に示される残基ＤおよびＥまたは式（２）における残基が異な
る構造を有する）場合、このジフェノールの％におけるモル比は９５：５～５：９５、好
ましくは９５：５～１０：９０、特に好ましくは９５：５～７５：２５およびとりわけ９
０：１０～６０：４０である。異なるジフェノールは、一般的に環においてランダムに配
置される。
【００１９】
　ポリカーボネートとは異なり、環状オリゴホルマールは均質相でビスフェノールと塩化
メチレンからアルカリ金属ヒドロキシドの存在下、製造され得る。この縮合反応において
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、塩化メチレンは同時に反応物と溶媒の役目を果たす。ＵＳ　Ｂ　４，３７４，９７４は
直鎖および環状オリゴ－およびポリホルマールが特定のビスフェノールから開始して塩化
メチレンとの反応後に得られる方法を開示している。
【００２０】
　本発明によるポリマーブレンドは、一般的に環状オリゴホルマールを１０～６０，００
０ｐｐｍ、好ましくは１０～５０，０００ｐｐｍ、特に好ましくは２０～４０，０００ｐ
ｐｍ、より特に好ましくは５０～３５，０００ｐｐｍ、とりわけ１０００～３０，０００
ｐｐｍの割合で含む。
【００２１】
　しかしながら、この記述または好ましい範囲において記述した定義、パラメータ、化合
物および説明は、更に任意に互いに、すなわち、個々の範囲と好ましい範囲との間で、組
み合わされてもよい。
【００２２】
　本発明は更に、光学データ記憶媒体（例えば、コンパクトディスク、ビデオディスク、
デジタル多用途ディスクおよび別の追記型または書き換え／消去可能な光学データ記憶媒
体）の製造へのそのような成形組成物の使用、およびポリマーブレンドから製造され得る
光学データ記憶媒体それ自体を提供する。
【００２３】
　このポリマーブレンドは、もちろん、比較的高分子量のポリカーボネートを使用するも
のを含む他の従来のポリカーボネートの用途に使用されてもよい。この用途は透明なもの
であっても不透明なものであってもよい（例えば、食料品および飲料の容器、光学レンズ
およびプリズム、照明用レンズ、自動車用ヘッドライトレンズ、建設車両および自動車用
窓ガラス、他の種類の窓ガラス（例えば温室）、「ツインウォールシート（ｔｗｉｎ　ｗ
ａｌｌ　ｓｈｅｅｔｓ）」または「セルラーシート（ｃｅｌｌｕｌａｒ　ｓｈｅｅｔｓ）
」）。用途の他の例は、形材、フィルム、全ての種類のケーシング部品（例えば、医療器
具、家庭電化製品（例えば、ジューサー（ｊｕｉｃｅ　ｅｘｔｒａｃｔｏｒ）、コーヒー
マシーン、ミキサー）、事務機器（例えば、コンピュータ、モニター、プリンター、コピ
ー機））、シート、チューブ、エレクトリカルダクティング（ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ｄ
ｕｃｔｉｎｇ）、窓、ドアおよび建設業（ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　ｓｅｃｔｏｒ）用
形材、屋内備品および外部適応、電気工学において、例えばスイッチおよびコネクターで
ある。本発明による成形品は、更に鉄道車両、船、航空機、バスおよび他の自動車におけ
る屋内備品および部品および自動車のボディーワーク部品に使用され得る。
【００２４】
　本発明の目標の熱可塑性成形組成物は主に芳香族ポリカーボネートを含む。ポリカーボ
ネートは、ホモポリカーボネートおよびコポリカーボネートを意味すると見なされるべき
である。このポリカーボネートは、既知の方法で直鎖であっても分枝であってもよい。そ
れらは、ゲル透過クロマトグラフィーによって測定された重量平均分子量が５，０００～
８０，０００、好ましくは１０，０００～４０，０００である。分子量は、特に好ましく
は１５，０００～３５，０００、特に１５，０００～２２，０００である。
【００２５】
　これらのポリカーボネートは、既知の方法で、ジフェノール、炭酸誘導体、要すれば連
鎖停止剤および要すれば分枝剤から製造される。
【００２６】
　ポリカーボネートの製造に関連する詳細が、様々な特許明細書に過去約４０年間にわた
って書き留められてきた。ここに単なる例として参考文献、Ｓｃｈｎｅｌｌ，　”Ｃｈｅ
ｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙｓｉｃｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｓ”，　Ｐ
ｏｌｙｍｅｒ　Ｒｅｖｉｅｗｓ，第９巻，　Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂｌｉｓｈ
ｅｒｓ，ニューヨーク，ロンドン，シドニー　１９６４，　Ｄ．　Ｆｒｅｉｔａｇ，　Ｕ
．　Ｇｒｉｇｏ，　Ｐ．Ｒ．　Ｍｕｅｌｌｅｒ，　Ｎ．　Ｎｏｕｖｅｒｔｎｅ’，　ＢＡ
ＹＥＲ　ＡＧ，　”Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｓ”　ｉｎ　Ｅｎｃｙｃｌｏｐｅｄｉａ
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　ｏｆ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，第１１巻
，第二版，　１９８８，　６４８～７１８頁および最後に、Ｄｒ．　Ｕ．　Ｇｒｉｇｏ，
　Ｄｒ．　Ｋ．　Ｋｉｒｃｈｎｅｒ　ａｎｄ　Ｄｒ．　Ｐ．Ｒ．　Ｍｕｅｌｌｅｒ　”Ｐ
ｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ”　ｉｎ　Ｂｅｃｋｅｒ／Ｂｒａｕｎ，　Ｋｕｎｓｔｓｔｏｆ
ｆ－Ｈａｎｄｂｕｃｈ，第３／１巻，　”Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅ，　Ｐｏｌｙａｃ
ｅｔａｌｅ，　Ｐｏｌｙｅｓｔｅｒ，　Ｃｅｌｌｕｌｏｓｅｅｓｔｅｒ”，　Ｃａｒｌ　
Ｈａｎｓｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ　Ｍｕｎｉｃｈ，ウィーン，　１９９２，　１１７～２９９
頁を挙げる。
【００２７】
　ポリカーボネートの製造に関するジフェノールは、例えば、ヒドロキノン、レソルシノ
ール、ジヒドロキシジフェニル、ビス（ヒドロキシフェニル）アルカン、ビス（ヒドロキ
シフェニル）シクロアルカン、ビス（ヒドロキシフェニル）スルフィド、ビス（ヒドロキ
シフェニル）エーテル、ビス（ヒドロキシフェニル）ケトン、ビス（ヒドロキシフェニル
）スルホン、ビス（ヒドロキシフェニル）スルホキシド、α，α’－ビス（ヒドロキシフ
ェニル）ジイソプロピルベンゼン、およびそれらの環アルキル化および環ハロゲン化化合
物である。
【００２８】
　好ましいジフェノールは、４，４’－ジヒドロキシジフェニル、２，２－ビス（４－ヒ
ドロキシフェニル）プロパン、２，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－２－メチルブ
タン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－ｐ－ジイソプロピルベンゼン、２，２
－ビス（３－メチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（３－クロロ－
４－ヒドロキシフェニル）プロパン、ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル
）メタン、２，２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、ビス
（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）スルホン、２，４－ビス（３，５－ジメ
チル－４－ヒドロキシフェニル）－２－メチルブタン、１，４－ビス［２－（４－ヒドロ
キシフェニル）－２－プロピル］－ベンゼン、２，２－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニ
ル）プロパン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリメチルシク
ロヘキサンおよび１，３－ビス［２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－プロピル］ベン
ゼンである。
【００２９】
　特に好ましいジフェノールは、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン（Ｂ
ＰＡ）、２，２－ビス（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２
－ビス（３，５－ジクロロ－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（３，５
－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、１，３－ビス［２－（４－ヒドロキシ
フェニル）－２－プロピル］ベンゼン（ＢＰＭ）、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニ
ル）シクロヘキサンおよび１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－３，３，５－トリ
メチルシクロヘキサン（ＴＭＣ）である。
【００３０】
　これらおよび別の好適なジフェノールは、例えばＵＳ　３，０２８，６３５、２，９９
９，８３５、３，１４８，１７２、２，９９１，２７３、３，２７１，３６７、４，９８
２，０１４および２，９９９，８４６、ＤＥ－Ａ　１　５７０　７０３、２　０６３　０
５０、２　０３６　０５２、２　２１１　９５６および３　８３２　３９６、仏国特許１
　５６１　５１８、　”Ｈ．　Ｓｃｈｎｅｌｌ，　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ　Ｐｈｙ
ｓｉｃｓ　ｏｆ　Ｐｏｌｙｃａｒｂｏｎａｔｅｓ，　Ｉｎｔｅｒｓｃｉｅｎｃｅ　Ｐｕｂ
ｌｉｓｈｅｒｓ，ニューヨーク　１９６４”によるモノグラフおよびＪＰ－Ａ　６２０３
９／１９８６、６２０４０／１９８６および１０５５５０／１９８６に記述されている。
【００３１】
　ホモポリカーボネートの場合、一種類のジフェノールのみが使用されるが、コポリカー
ボネートの場合二以上のジフェノールが使用される。
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【００３２】
　好ましく使用される成形組成物は、ジオール構成単位がＢＰＡおよび／またはトリメチ
ルシクロヘキシルビスフェノール（ＴＭＣ）であり、好ましくはＢＰＡのホモポリマー、
ＢＰＡとＴＭＣとのコポリマー、またはＴＭＣが５～６０ｗｔ．％のコポリマーの群から
選択される、少なくとも一種類のポリカーボネートを含む成形組成物である。
【００３３】
　好適な炭酸誘導体は、例えば、ホスゲンまたはジフェニルカーボネートである。
【００３４】
　好適な連鎖停止剤は、モノフェノールおよびモノカルボン酸である。好適なモノフェノ
ールは、フェノールそれ自体、アルキルフェノール（例えば、クレゾール、ｐ－ｔｅｒｔ
．ブチルフェノール、ｐ－ｎ－オクチルフェノール、ｐ－ｉｓｏ－オクチルフェノール、
ｐ－ｎ－ノニルフェノールおよびｐ－ｉｓｏ－ノニルフェノール）、ｐ－クミルフェノー
ル、ハロフェノール（例えば、ｐ－クロロフェノール、２，４－ジクロロフェノール、ｐ
－ブロモフェノール、アミルフェノールおよび２，４，６－トリブロモフェノール）およ
びそれらの混合物である。
【００３５】
　好ましい連鎖停止剤は、式（Ｉ）
【化５】

（式中、Ｒは水素、ｔｅｒｔ．－ブチルまたは分枝または非分枝Ｃ８および／またはＣ９

アルキル残基である。）のフェノールである。しかしながら、ｐ－クミルフェノールもま
た好ましく使用される。エステル交換法の場合、連鎖停止剤は使用されるジアリールカー
ボネートから生じる。
【００３６】
　使用される連鎖停止剤の量は、好ましくは相界面法（ｐｈａｓｅ　ｂｏｕｎｄａｒｙ　
ｐｒｏｃｅｓｓ）において、それぞれの場合使用されるジフェノールのモルに対して合計
０．１ｍｏｌ％～５ｍｏｌ％になる。連鎖停止剤の添加は、ホスゲン化の前、間、または
後に行われ得る。
【００３７】
　好適な分枝剤は、ポリカーボネートケミストリーで知られている三官能価以上の化合物
、特に三以上のフェノール性ＯＨ基をもつ化合物である。
【００３８】
　好適な分枝剤は、例えば、フロログルシノール、４，６－ジメチル－２，４，６－トリ
－（４－ヒドロキシフェニル）－２－ヘプテン、４，６－ジメチル－２，４，６－トリ－
（４－ヒドロキシフェニル）ヘプタン、１，３，５－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）
ベンゼン、１，１，１－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）エタン、トリ－（４－ヒドロ
キシフェニル）フェニルメタン、２，２－ビス［４，４－ビス（４－ヒドロキシフェニル
）シクロヘキシル］プロパン、２，４－ビス（４－ヒドロキシフェニルイソプロピル）フ
ェノール、２，６－ビス（２－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－４－メチルフェノ
ール、２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）プロパ
ン、ヘキサ－（４－（４－ヒドロキシフェニルイソプロピル）－フェニル）－オルトテレ
フタル酸エステル、テトラ－（４－ヒドロキシフェニル）メタン、テトラ－（４－（４－
ヒドロキシフェニルイソプロピル）フェノキシ）メタンおよび１，４－ビス（４’，４’
’－ジヒドロキシトリフェニル）メチル）ベンゼンおよび２，４－ジヒドロキシ安息香酸
、トリメシン酸、塩化シアヌルであり、かつ、いくつかの用途には、３，３－ビス（３－
メチル－４－ヒドロキシフェニル）－２－オキソ－２，３－ジヒドロインドールも好まし
い。
【００３９】
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　要すれば使用される分枝剤の量はこの場合もそれぞれの場合に使用されるジフェノール
のモルに対して合計０．０１ｍｏｌ％～２ｍｏｌ％になる。
【００４０】
　相界面法において、分枝剤は、最初にジフェノールおよび連鎖停止剤と水性アルカリ相
に導入してもよく、有機溶媒中において溶液に添加してもよい。エステル交換法の場合、
分枝剤はジフェノールと共に導入されてもよい。
【００４１】
　これら全ての熱可塑性ポリカーボネートの製造方法は、当業者によく知られている。
【００４２】
　本発明による熱可塑性ポリマーブレンドは、更にポリカーボネートについて常套の添加
剤（例えばおよび好ましくはＵＶ安定剤、難燃剤、着色剤、充填材、発泡剤、蛍光増白剤
および帯電防止剤）を既知の量で含んでもよい。光学用途において、好ましく含まれる成
分は、材料の透明度に悪影響がない成分である。
【００４３】
　これらの物質は、多くの刊行物（例えば、Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ　ｆｏｒ　Ｐｌａｓｔｉ
ｃｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ，　Ｊｏｈｎ　Ｍｕｒｐｈｙ，　１９９９）で見つけられ、市販
されている。
【００４４】
　１．好適な酸化防止剤は、例えば：
【００４５】
　１．１．アルキル化モノフェノール、例えば、２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－
メチルフェノール、２－ｔｅｒｔ．－ブチル－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジ
－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－エチルフェノール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－
ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－イソブチルフェノール、
２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）
－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、２，
４，６－トリシクロヘキシルフェノール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－メトキ
シメチルフェノール、側鎖が直鎖または分枝であるノニルフェノール（例えば、２，６－
ジノニル－４－メチルフェノール）、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルウンデシ－
１’－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルヘプタデシ－１’－イ
ル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１’－メチルトリデシ－１’－イル）フェノ
ール
【００４６】
　１．２．アルキルチオメチルフェノール、例えば、２，４－ジオクチルチオメチル－６
－ｔｅｒｔ．－ブチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノー
ル、２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジドデシルチオメ
チル－４－ノニルフェノール
【００４７】
　１．３．ヒドロキノンおよびアルキル化ヒドロキノン、例えば、２，６－ジ－ｔｅｒｔ
．－ブチル－４－メトキシメチルフェノール、２，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルヒドロキ
ノン、２，５－ジ－ｔｅｒｔ．－アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタ
デシルオキシフェノール、２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－
ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４
－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニルス
テアレート、ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）アジペ
ート
【００４８】
　１．４．トコフェロール、例えば、α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－ト
コフェロール、δ－トコフェロールおよびこれらの混合物（ビタミンＥ）
【００４９】
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　１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば、２，２’－チオビス（６－
ｔｅｒｔ．－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チオビス（４－オクチルフェ
ノール）、４，４’－チオビス（６－ｔｅｒｔ．－ブチル－３－メチルフェノール）、４
，４’－チオビス（６－ｔｅｒｔ．－ブチル－２－メチルフェノール）、４，４’－チオ
ビス（３，６－ジ－ｓｅｃ．－アミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチル
－４－ヒドロキシフェニル）ジスルフィド
【００５０】
　１．６．アルキリデンビスフェノール、例えば、２，２’－メチレンビス（６－ｔｅｒ
ｔ．－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ｔｅｒｔ．－ブ
チル－４－エチルフェノール）、２，２’－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチ
ルシクロヘキシル）フェノール］、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘ
キシルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス（４，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェノール）、２，２’－エ
チリデンビス（４，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビ
ス（６－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－イソブチルフェノール）、２，２’－メチレンビス［
６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、２，２’－メチレンビス［６－
（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、４，４’－メチレンビス（２
，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェノール）、４，４’－メチレンビス（６－ｔｅｒｔ．
－ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒド
ロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス（３－ｔｅｒｔ．－ブチル－５－メ
チル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、１，１，３－トリス（５－ｔ
ｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（５－
ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカ
プトブタン、エチレングリコールビス［３，３－ビス（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－４’
－ヒドロキシフェニル）ブチレート］、ビス（３－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシ
－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、ビス［２－（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル
－２’－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－メチルフ
ェニル］テレフタレート、１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）
－ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）
プロパン、２，２－ビス（５－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニ
ル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ－（５－ｔｅｒｔ．
－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ペンタン
【００５１】
　１．７．Ｏ－、Ｎ－およびＳ－ベンジル化合物、例えば、３，５，３’，５’－テトラ
－ｔｅｒｔ．－ブチル－４，４’－ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル－４
－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート、トリデシル－４－ヒド
ロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルベンジルメルカプトアセテート、トリス－（３
，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－ｔｅｒｔ
．－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス
（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチ
ル－３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート
【００５２】
　１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、例えば、ジオクタデシル－２，２－ビス（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マロネート、ジオクタデシ
ル－２－（３－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）マロネート
、ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－
ヒドロキシベンジル）マロネート、ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）
フェニル］－２，２－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシベンジル
）マロネート
【００５３】
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　１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ
－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、
１，４－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，
５，６－テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル
－４－ヒドロキシベンジル）フェノール
【００５４】
　１．１０．トリアジン化合物、例えば、２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン
、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒド
ロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（
３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
、２，４，６－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）
－１，２，３－トリアジン、１，３，５－トリス－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－
４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（４－ｔｅｒｔ．－ブ
チル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、２，４，６－ト
リス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，５－ト
リアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニル－プロピオニル）ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３
，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート
【００５５】
　１．１１．アシルアミノフェノール、例えば、４－ヒドロキシラウラニリド、４－ヒド
ロキシステアラニリド、オクチル－Ｎ－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロ
キシフェニル）カルバメート
【００５６】
　１．１２．β－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オン酸と一価または多価アルコールとのエステル、ここで対応するアルコールは、例えば
、メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、
１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プ
ロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリ
コール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）
イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカ
ノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロ
パン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２
．２］オクタン、ここで、オクタデカノール（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃ．からのＩＲＧＡＮＯ
Ｘ　１０７６（登録商標））とのエステルが非常に特に好適かつ好ましい
【００５７】
　１．１３．β－（５－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プ
ロピオン酸と一価または多価アルコールとのエステル、ここで対応するアルコールは、例
えば、メタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノー
ル、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２
－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレン
グリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチ
ル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウン
デカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロール
プロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２
．２．２］オクタン
【００５８】
　１．１４．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
と一価または多価アルコールとのエステル、ここで対応するアルコールは、例えば、メタ
ノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１
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，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチル
グリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコー
ル、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－
ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノ
ール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－
１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン
【００５９】
　１．１５．３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸と一価また
は多価アルコールとのエステル、ここで対応するアルコールは、例えば、メタノール、エ
タノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナ
ンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール
、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタ
エリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒド
ロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリ
メチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスフ
ァ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン
【００６０】
　１．１６．β－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピ
オン酸のアミド、例えば、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒド
ロキシフェニルプロピオニル）ヘキサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－
ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ
，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル
）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス［２－（３－［３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル］－プロピオニルオキシ）エチル］オキサミド（Ｕｎｉｒｏｙａｌから
のＮａｕｇａｒｄ（登録商標）ＸＬ－１）
【００６１】
　１．１７．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【００６２】
　１．１８．アミンタイプ酸化防止剤、例えば、Ｎ，Ｎ’－ジイソプロピル－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓｅｃ．－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－
ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－エ
チル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１－メチルヘ
プチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジア
ミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２－ナフチル
）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジア
ミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキ
シル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）
ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジ－ｓｅｃ．－ブチル－ｐ－フェニ
レンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキシジ
フェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－ｔｅｒｔ．－オクチル
フェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチル化ジフ
ェニルアミン（例えば、ｐ，ｐ’－ジ－ｔｅｒｔ．－オクチルジフェニルアミン）、４－
ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフ
ェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール
、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ジメチ
ルアミノメチルフェノール、２，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノ
ジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジフェニル
メタン、１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス（フェニ
ルアミノ）プロパン、ｏ－トルイルビグアニド、ビス［４－（１’，３’－ジメチルブチ
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ル）フェニル］アミン、ｔｅｒｔ．－オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モ
ノ－およびジアルキル化ｔｅｒｔ．－ブチル／ｔｅｒｔ．－オクチルジフェニルアミンの
混合物、モノ－およびジアルキル化ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ－およびジア
ルキル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、モノ－およびジアルキル化イソプロピル／
イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、モノ－およびジアルキル化ｔｅｒｔ．－ブチル
フェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾ
チアジン、フェノチアジン、モノ－およびジアルキル化ｔｅｒｔ．－ブチル／ｔｅｒｔ．
－オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－およびジアルキル化ｔｅｒｔ．－オクチルフ
ェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラフェニ
ル－１，４－ジアミノブト－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジ－４－イル）ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジ－４－イル）セバセート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オン、２
，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。これらの化合物は単独で使用され
ても、これらの混合物として使用されてもよい。
【００６３】
　１．１９．好適なチオ協力剤は、例えば、ジラウリルチオジプロピオネートおよび／ま
たはジステアリルチオジプロピオネートである。
【００６４】
　２．ＵＶ吸収剤および光安定剤を本発明による方法で組成物の重量に対して０．１～１
５重量％、好ましくは３～８重量％の量で使用してもよい。好適なＵＶ吸収剤および光安
定剤は、例えば：
【００６５】
　２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、例えば、２－（２’
－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－ｔ
ｅｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５’－ｔｅ
ｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒドロキ
シ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２
－（３’，５’－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベ
ンゾトリアゾール、２－（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチル
フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－ｓｅｃ．－ブチル－５’－ｔ
ｅｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２’－ヒド
ロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５’－ジ－
ｔｅｒｔ．－アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’，５
’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾー
ル、２－（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシ
カルボニルエチル）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔｅｒｔ
．－ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル］－２’－ヒ
ドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル
－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ
ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２
－メチルオキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔｅｒ
ｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェ
ニル）ベンゾトリアゾール、２－（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－５’－［２－（２－エチ
ルヘキシルオキシ）カルボニルエチル］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾー
ル、２－（３’－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾ
ール、２－（３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチル
オキシカルボニルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２’－メチレンビス［４－
（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イルフェノー
ル］；２－［３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）－２
’－ヒドロキシフェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールとポリエチレングリコール３００



(15) JP 2008-508374 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

とのエステル交換生成物；［Ｒ－ＣＨ２ＣＨ２－ＣＯＯ－ＣＨ２ＣＨ２］２（式中、Ｒ＝
３’－ｔｅｒｔ．－ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－
イルフェニル）、２－［２’－ヒドロキシ－３’－（α，α－ジメチルベンジル）－５’
－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル］ベンゾトリアゾール、２－［２’
－ヒドロキシ－３’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５’－（α，α－ジメ
チルベンジル）フェニル］ベンゾトリアゾール
【００６６】
　２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン、例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４
－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，
２’，４’－トリヒドロキシおよび２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体
【００６７】
　２．３．置換および非置換安息香酸のエステル、例えば、４－ｔｅｒｔ．－ブチルフェ
ニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェニルサリチレート、ジベンゾイ
ルレソルシノール、ビス（４－ｔｅｒｔ．－ブチルベンゾイル）レソルシノール、ベンゾ
イルレソルシノール、２，４－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル３，５－ジ－ｔｅｒｔ．
－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル
－４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒ
ドロキシベンゾエート、２－メチル４，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル－３，５－
ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
【００６８】
　２．４．アクリレート、例えば、エチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート
、イソオクチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキ
シシンナメート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、ブチルα
－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メ
トキシシンナメートおよびＮ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチル
インドリン
【００６９】
　２．５．ニッケル化合物、例えば、２，２’－チオビス［４－（１，１，３，３－テト
ラメチルブチル）フェノール］のニッケル錯体、例えば、別のリガンド（例えば、ｎ－ブ
チルアミン、トリエタノールアミンまたはＮ－シクロヘキシルジエタノールアミン）があ
ってもなくてもよい１：１または１：２錯体、ニッケルジブチルジチオカルバメート、４
－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルベンジルホスホン酸のモノアルキルエス
テル（例えば、メチルまたはエチルエステル）のニッケル塩、ケトキシム（例えば、２－
ヒドロキシ－４－メチル－フェニルウンデシルケトキシム）のニッケル錯体、別のリガン
ドがあってもなくてもよい１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾールの
ニッケル錯体
【００７０】
　２．６．立体ヒンダードアミン、例えば、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－
ピペリジル）セバセート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スク
シネート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバセート、ビ
ス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバセート
、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）、ｎ－ブチル－３，５－
ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル４－ヒドロキシベンジルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチ
ル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとコハク酸との縮合物
、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジ
アミンと４－ｔｅｒｔ．－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジン
との直鎖または環状縮合物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
ニトリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
）１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、１，１’－（１，２－エタンジイル
）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，
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６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２
－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルベンジル）マロネート、３－ｎ－
オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカ
ン－２，４－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジル）セバセート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ル）スクシネート、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
ヘキサメチレンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジン
との直鎖または環状縮合物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－ア
ミノプロピルアミノ）エタンとの縮合物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルア
ミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，
２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンとの縮合物、８－アセチル－３－ドデシル
－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，
４－ジオン、３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピ
ロリジン－２，５－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－
４－ピペリジル）－ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキシ－および４－
ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物、Ｎ，Ｎ’－ビス
（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－シク
ロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮合物、１，２－ビ
ス（３－アミノプロピルアミノ）エタンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリア
ジンとの縮合物および４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン（Ｃ
ＡＳ　Ｒｅｇ．　Ｎｏ．［１３６５０４－９６－６］）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，
７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］
デカン、７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－
ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカンとエピクロロヒドリンとの反応生成物、１，
１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２
－（４－メトキシフェニル）－エタン、Ｎ，Ｎ’－ビス（ホルミル）－Ｎ，Ｎ’－ビス（
２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキ
シメチレンマロン酸と１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンと
のジエステル、ポリ［メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチ
ル－４－ピペリジル）］シロキサン、マレイン酸無水物／α－オレフィンコポリマーと２
，２，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジンまたは１，２，２，６，６－ペンタ
メチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物
【００７１】
　２．７．オキサミド、例えば、４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－
ジエトキシオキサニリド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－ｔｅｒｔ．－ブ
トキサニリド、２，２’－ジドデシルオキシ－５，５’－ジ－ｔｅｒｔ．－ブトキサニリ
ド、２－エトキシ－２’－エチルオキサニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプ
ロピル）オキサミド、２－エトキシ－５－ｔｅｒｔ．－ブチル－２’－エトキサニリドお
よびこれらの２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－ジ－ｔｅｒｔ．－ブトキサニリド
との混合物、ｏ－およびｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合物およびｏ－およびｐ
－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物
【００７２】
　２．８．２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、例えば、２，４
，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジ
メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－
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４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（
２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，
６－ビス（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４
－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビス
（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－
（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－
ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－
３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－
１，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロ
キシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ド
デシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１
，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６
－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル
）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキ
シ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－１，３，５－トリア
ジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル
－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エチルヘキシル－
１－オキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－ビス（２，４－ジ
メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン
【００７３】
　これらの化合物は単独で使用してもこれらの混合物として使用してもよい。
【００７４】
　３．好適な金属不活性化剤は、例えば、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチ
ラール－Ｎ’－サリチロイルヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニ
ル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリ
デン）オキサリルジヒドラジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイ
ルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－
ビス（サリチロイル）オキサリルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプ
ロピオニルジヒドラジドである。これらの化合物は、単独で使用されてもこれらの混合物
として使用されてもよい。
【００７５】
　４．好適な過酸化物スカベンジャーは、例えば、β－チオジプロピオン酸のエステル（
例えば、ラウリル、ステアリル、ミリスチルまたはトリデシルエステル）、メルカプトベ
ンズイミダゾールまたは２－メルカプトベンズイミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチ
オカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド、ペンタエリトリトールテトラキス（ドデ
シルメルカプト）プロピオネートである。これらの化合物は、単独で使用されてもこれら
の混合物として使用されてもよい。
【００７６】
　５．好適な塩基性補助安定剤は、例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアン
ジアミド、トリアリルシアヌレート、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミ
ド、ポリウレタン、高級脂肪酸のアルカリ金属塩およびアルカリ土類金属塩（例えば、カ
ルシウムステアレート、亜鉛ステアレート、マグネシウムベへネート、マグネシウムステ
アレート、ナトリウムリシノレートおよびカリウムパルミテート、アンチモンピロカテコ
レートまたは亜鉛ピロカテコレート）である。これらの化合物は単独で使用されてもこれ
らの混合物として使用されてもよい。
【００７７】
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　６．好適な成核剤は、例えば、無機物質、例えば、タルク、金属酸化物（例えば、二酸
化チタンまたは酸化マグネシウム）、（特にアルカリ土類金属の）ホスフェート、カーボ
ネートまたはスルフェート；有機化合物、例えば、モノ－またはポリカルボン酸およびそ
れらの塩（例えば、４－ｔｅｒｔ．－ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフェニル酢酸、ナ
トリウムスクシネートまたはナトリウムベンゾエート）；高分子化合物（例えば、イオン
性コポリマー（イオノマー））である。特に好ましい化合物は、１，３：２，４－ビス（
３’，４’－ジメチルベンジリデン）ソルビトール、１，３：２，４－ジ（パラメチルジ
ベンジリデン）ソルビトールおよび１，３：２，４－ジ（ベンジリデン）ソルビトールで
ある。これらの化合物は、単独で使用されてもこれらの混合物として使用されてもよい。
【００７８】
　７．好適な充填材および強化材は、例えば、カルシウムカーボネート、シリケート、ガ
ラス繊維、ガラス球、アスベスト、タルク、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、金属酸化
物および水酸化物、カーボンブラック、グラファイト、ウォラストナイト、木粉および他
の天然物の粉または繊維、合成繊維である。これらの化合物は単独で使用してもこれらの
混合物として使用してもよい。
【００７９】
　８．好適な他の添加剤は、例えば、可塑剤、スリップ剤、乳化剤、顔料、粘度調整剤、
触媒、均染剤、蛍光増白剤、難燃剤、帯電防止剤および発泡剤である。
【００８０】
　９．好適なベンゾフラノンおよびインドリノンは、例えば、ＵＳ　４，３２５，８６３
；ＵＳ　４，３３８，２４４；ＵＳ　５，１７５，３１２；ＵＳ　５，２１６，０５２；
ＵＳ　５，２５２，６４３；ＤＥ－Ａ－４３１６６１１；ＤＥ－Ａ－４３１６６２２；Ｄ
Ｅ－Ａ－４３１６８７６；ＥＰ－Ａ－０５８９８３９またはＥＰ－Ａ－０５９１１０２に
開示されているベンゾフラノンおよびインドリノン、または３－［４－（２－アセトキシ
エトキシ）フェニル］－５，７－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルベンゾフラン－２－オン、５，
７－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル
］ベンゾフラン－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－３－（
４－［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラン－２－オン］、５，７－ジ－ｔ
ｅｒｔ．－ブチル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－
アセトキシ－３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルベンゾフラ
ン－２－オン、３－（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ
－ｔｅｒｔ．－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－５
，７－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルベンゾフラン－２－オン、３－（２，３－ジメチルフェニ
ル）－５，７－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルベンゾフラン－２－オン、ラクトン酸化防止剤、
例えば
【化６】

である。これらの化合物は、例えば酸化防止剤として作用する。これらの化合物は単独で
使用されてもこれらの混合物として使用されてもよい。
【００８１】
　１０．好適な蛍光可塑剤は、”Ｐｌａｓｔｉｃｓ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ”，　Ｒ．　Ｇａ
ｅｃｈｔｅｒ　ａｎｄ　Ｈ．　Ｍｕｅｌｌｅｒ編、Ｈａｎｓｅｒ　Ｖｅｒｌａｇ，第３版
、１９９０、７７５～７８９頁において列挙されている蛍光可塑剤である。
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【００８２】
　１１．好適な難燃添加剤は、ホスフェートエステル、すなわち、トリフェニルホスフェ
ート、レソルシノール二リン酸エステル、臭素含有化合物（例えば、臭素化リン酸エステ
ル、臭素化オリゴカーボネートおよびポリカーボネート）と共に塩（例えば、Ｃ４Ｆ９Ｓ
Ｏ３

－Ｎａ＋）である。
【００８３】
　１２．好適な耐衝撃改良剤は、スチレン－アクリロニトリルまたはメチルメタクリレー
トでグラフト化されたブタジエンゴム、マレイン酸無水物でグラフト化されたエチレン／
プロピレンゴム、メチルメタクリレートまたはスチレン／アクリロニトリルでグラフト化
されたエチルおよびブチルアクリレートゴム、メチルメタクリレートまたはスチレン／ア
クリロニトリルでグラフト化された相互浸透シロキサンおよびアクリレートネットワーク
である。
【００８４】
　１３．好適なポリマーは、ＳＡＮ、ＡＢＳ、ＰＭＭＡ、ＰＴＦＥ、ＰＳＵ、ＰＰＳ、ポ
リオレフィン（例えばポリエチレン、ポリプロピレンおよびエチレン／プロピレンゴム）
、エポキシ樹脂、ポリエステル（例えばＰＢＴ、ＰＥＴ、ＰＣＴ、ＰＣＴＧおよびＰＥＴ
Ｇ）および相界面法により製造される他のポリカーボネートである。
【００８５】
　１４．好適な帯電防止剤は、スルホン酸塩（例えば、Ｃ１２Ｈ２５ＳＯ３－またはＣ８

Ｆ１７ＳＯ３－のテトラエチルアンモニウム塩）である。
【００８６】
　１５．好適な着色剤は、顔料と共に有機および無機染料である。
【００８７】
　１６．エポキシ基を含む化合物、例えば、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル３，
４－エポキシシクロヘキシルカルボキシレート、グリシジルメタクリレートとエポキシシ
ランとのコポリマー。
【００８８】
　１７．無水物基を含む化合物、例えば、マレイン酸無水物、コハク酸無水物、安息香酸
無水物およびフタル酸無水物。
【００８９】
　１８．安定剤として好適なホスフィットおよびホスホナイトは、例えば、トリフェニル
ホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジアルキルホスフィット、ト
リス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィット、トリオクタデシルホ
スフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット、トリス（２，４－ジ－
ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリトリトールジホス
フィット、ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホ
スフィット、ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリ
トリトールジホスフィット、ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジ
ホスフィット、ビス（２，４，６－トリス（ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル））ペンタエリ
トリトールジホスフィット、トリステアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス
（２，４－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）－４，４’－ビフェニレンジホスホナイト
、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ－ｔｅｒｔ．－ブチル－１２Ｈ－
ジベンゾ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン（６－ｉｓｏｏｃｔｙｌｏｘｙ－
２，４，８，１０－ｔｅｔｒａ－ｔｅｒｔ．－ｂｕｔｙｌ－１２Ｈ－ｄｉｂｅｎｚｏ［ｄ
，ｇ］－１，３，２－ｄｉｏｘａｐｈｏｓｐｈｏｃｉｎｅ）、６－フルオロ－２，４，８
，１０－テトラ－ｔｅｒｔ．－ブチル－１２－メチルジベンゾ［ｄ，ｇ］－１，３，２－
ジオキサホスホシン、ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－６－メチルフェニル）メ
チルホスフィット、ビス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチル－６－メチルフェニル）エチ
ルホスフィット、６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ－ｔｅｒｔ．－ブチル－１２
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－メチルジベンゾ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、２，２’，２’’－ニ
トリロトリエチルトリス（３，３’，５，５’－テトラ－ｔｅｒｔ．－ブチル－１，１’
－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホスフィット］、２－エチルヘキシル－（３，３’，
５，５’－テトラ－ｔｅｒｔ．－ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホ
スフィット、５－ブチル－５－エチル－２－（２，４，６－トリ－ｔｅｒｔ．－ブチルフ
ェノキシ）－１，３，２－ジオキサホスフィランである。これらの化合物は単独で使用さ
れてもこれらの混合物として使用されてもよい。
【００９０】
　トリス（２，４－ジ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）ホスフィット（Ｉｒｇａｆｏｓ（

登録商標）１６８、Ｃｉｂａ－Ｇｅｉｇｙ）、またはトリフェニルホスフィンが特に好ま
しい。
【００９１】
　群１６および１７の化合物は溶融安定剤として作用する。それらは単独で使用されても
混合物として使用されてもよい。
【００９２】
　好ましく使用される離型剤は、一価または多価アルコールと長鎖カルボン酸とのエステ
ル（例えば、Ｌｏｘｉｏｌ　Ｇ３２またはＬｏｘｉｏｌ　Ｇ３３）である。完全にはエス
テル化されていなく、従ってフリーのＯＨ基を含有する離型剤もまた好ましい。炭素原子
数が１６～２２の飽和一塩基脂肪酸とグリセロール、トリメチロールプロパン、ペンタエ
リトリトールまたは類似の多価アルコールの（部分）エステルが特に好ましく、特にグリ
セロールモノステアレート（ＧＭＳ）およびグリセロールモノパルミテートが特に好まし
い。ペンタエリトリトールテトラステアレート（ＰＥＴＳ）が更に好ましい。
【００９３】
　そのようなグリセロールの飽和一塩基脂肪酸エステルは、単独で使用されるかもしくは
二以上の成分との混合物として使用される。グリセロールの飽和モノエステルは、通常、
水素化動物油または水素化植物油とグリセロールとのエステル交換により製造される。こ
の反応生成物は更にグリセロールエステル以外のエステルを含み得るが、離型剤として使
用される。この混合物は、例えば、少量または比較的多量のジグリセリドおよびトリグリ
セリドを含み得る。
【００９４】
　ＣＤおよび他の光学データ記憶媒体（ＤＶＤ等）の製造に関して離型剤の最適な量を、
一方で十分な離型作用によって、他方で型における付着物の形成によって決定する。通常
使用される離型剤の濃度は、５０～１，０００ｐｐｍ、有利には１００～５００ｐｐｍで
ある。他のポリカーボネート適用に関して、この濃度は１００～１０，０００ｐｐｍ、好
ましくは２，０００～７，０００ｐｐｍである。
【００９５】
　使用される熱安定剤は、例えば、単一分子中に芳香族残基および脂肪族残基の両方を有
する特定のホスフィットである。これらは、以下の構造
【化７】

（式中、
　ｋ　は数０～５、好ましくは１～３、より特に好ましくは３であり、
　Ｙ１　はいずれの場合も互いに独立してアルキルまたは任意に置換されていてもよいア
リール、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル、特に好ましくはメチル、ｓｅｃ．－ブチルおよ
びｔｅｒｔ．－ブチルであり、
　ｏ　は数１～３、好ましくは３であり、かつ
　Ｘ１　はいずれの場合も互いに独立して任意に置換されていてもよいメチレン残基であ



(21) JP 2008-508374 A 2008.3.21

10

20

30

40

50

り、少なくとも一つのメチレン残基が必ず完全に置換されており、置換基が互いに独立し
てＣ１～Ｃ２０アルキルの群から選択されるか、または代わりに完全に置換されたメチレ
ン残基における二つの置換基が共に残基
【化８】

（式中、Ｒ１１はＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ３０ア
ルカリールおよびアリール（これらの残基は代わりに１～４Ｏ－アルキレンＯおよび／ま
たはカルボン酸エステル－ＣＯＯ残基で置換されていてもよい）；２～１０個のヒドロキ
シル基を有するＣ２～Ｃ１８ポリヒドロキシアルキル；２～１０個のフェノール性ＯＨ基
を有するＣ２～Ｃ１８ポリフェニル残基の群から選択される。）
である。）
を有する化合物である。
【００９６】
　好ましい化合物は以下の式
【化９】

（式中、
　Ｒ２２　はＣ１～Ｃ６アルキルであり、
　Ｒ３３　はメチルまたはエチルであり、かつ
　Ｒ１４　はＣ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ２０アルカ
リールおよびアリール（これらの残基は代わりに１～４Ｏ－アルキレン－Ｏおよび／また
はカルボン酸エステル－ＣＯＯ残基で置換されていてもよい）；２～１０個のヒドロキシ
ル基を有するＣ２～Ｃ１８ポリヒドロキシアルキル；２～１０個のフェノール性ＯＨ基を
有するＣ２～Ｃ１８のポリフェニル残基の群から選択される。）
の化合物である。
【００９７】
　同様に好ましい化合物は式
【化１０】

（式中、
　Ｙ１およびｋ　は上記の意味を有し、かつ
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　Ｒ５　は互いに独立して水素およびＣ３～Ｃ２０アルキルの群から選択され（少なくと
も一つのＲ５はここで好ましくはアルキルである）、
　Ｒ６　は互いに独立してＣ１～Ｃ１０アルキルである。）
の化合物である。
【００９８】
　特に好ましい化合物は式
【化１１】

（式中、Ｒ１１およびＲ２２はメチル、ｓｅｃ．－ブチルまたはｔｅｒｔ．－ブチルであ
る。）
の化合物である。
【００９９】
　ＥＰ　Ａ１　０　０３８　８７６の１６～２０頁およびこの文献の２１頁に記述されて
いる実施例において明示されている化合物が更に同様に特に好ましい。
【０１００】
　以下の構造
【化１２】

を有する（２，４，６－トリ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）－（２－ブチル－２－エチ
ル－プロパン－１，３－ジイル）ホスフィットがより特に好ましい。
【０１０１】
　ホスフィットは単独で使用されてもよいが、他のリン化合物との組み合わせで使用され
てもよく、ここで、他のリン化合物は更に異なる酸化数をもつリンを含有してもよい。従
って、例えば、他のホスフィット、ホスフィン（例えばトリフェニルホスフィン）、ホス
ホナイト、ホスフェート、ホスホネートなどと、本発明によるホスフィットとの組み合わ
せを使用することが可能である。
【０１０２】
　使用されるホスフィットは、一般的に知られているかもしくは既知のホスフィットと同
様の方法（例えば、（２，４，６－トリ－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）－（２－ブチル
－２－エチル－プロパン－１，３－ジイル）ホスフィットがＥＰ－Ａ　７０２０１８およ
びＥＰ　６３５５１４に記述されている）で製造され得る。
【０１０３】
　本発明によるポリマーブレンドは、リン化合物を一般的に１０～５，０００ｐｐｍ、好
ましくは１０～１，０００ｐｐｍ、特に好ましくは２０～５００ｐｐｍ、より特に好まし
くは５０～２５０ｐｐｍの割合で含む。
【０１０４】
　本発明による離型剤、リン化合物およびホルマールは、例えばおよび好ましくはポリカ
ーボネートの製造後かつワークアップ中に、例えばポリカーボネートポリマー溶液または
熱可塑性成形組成物の溶融液への添加により割り当てることにより熱可塑性成形組成物に
添加される。この成分を互いに独立して異なる処理工程において割り当て（例えば、成分
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の一つをポリマー溶液のワークアップ中に、他の成分を溶融液に）、全ての成分が完成品
（成形品）の製造中に存在することを確実にすることも更に可能である。
【０１０５】
　ＣＤ、ＤＶＤおよび他の光学記憶媒体に関する適用に、当業者はもちろん上記の添加剤
の中から透明性を損なわない好適な添加剤を選択する。
【０１０６】
　より特に好適な添加剤は、ＩＲＧＡＮＯＸ　１０７６（登録商標）（上記参照）および
群２．１からのベンゾトリアゾール（”Ｔｉｎｕｖｉｎｓ”）、特に互いの混合物および
トリフェニルホスフィン（ＴＰＰ）である。
【０１０７】
　本発明による成形組成物は、ポリカーボネートに既知の方法で成形品の製造、好ましく
は光学媒体、特にコンパクトディスクおよびＤＶＤおよび追記型または書き換え／消去可
能な光学媒体の製造に使用される。書き込み可能な層はここで特に記録の原理として無定
形状態から結晶状態への変化または磁気特性で後に役に立つ染料または金属層から成る。
【０１０８】
　光学媒体は、好ましくは本発明による例えば粒状の生成物の形態をとる完成成形組成物
から製造される。しかしながら、この光学媒体は、更にこの成分を純粋なまたは常套の市
販のポリカーボネートおよび／またはポリカーボネートからの成形品の製造における常套
の添加剤に混和することにより製造され得る。
【０１０９】
　従って、本発明は更に、本発明による熱可塑性成形組成物から得られる成形品（例えば
特に光学データ記憶媒体、好ましくはコンパクトディスクおよびＤＶＤ）を提供する。
【０１１０】
　本発明による熱可塑性成形組成物は、吸水性が低く、従って改良された寸法安定性を示
すという利点を有する。これらは更に溶融粘度が低いので改良された流動性を特徴とする
。
【０１１１】
　以下の実施例は本発明を説明するのに役に立つ。本発明はこの実施例に限定されない。
【実施例】
【０１１２】
　実施例１
　ビスフェノールＴＭＣからの環状ホモオリゴホルマールの合成：
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【化１３】

　ビスフェノールＴＭＣ　５ｋｇ（１６．１１ｍｏｌ）、水酸化ナトリウムフレーク１．
６１１ｋｇ（４０．２８ｍｏｌ）および塩化メチレン５００ｍｌ中の微粉砕ｐ－ｔｅｒｔ
－ブチルフェノール（Ａｌｄｒｉｃｈ）２４．１８ｇ（０．１６ｍｏｌ）を保護窒素雰囲
気下で攪拌しながら塩化メチレン２０．５ｋｇとＮ－メチル－２－ピロリドン（ＮＭＰ）
２８．７ｋｇとの溶媒混合物に添加する。ホモジナイズ後、この混合物を還流するまで加
熱（７８℃）し、この温度で一時間攪拌する。２５℃まで冷却した後、この反応バッチを
塩化メチレン３５ｌおよび脱イオン水２０ｌで希釈する。このバッチをセパレーター中で
中性かつ塩がなくなる（導電率＜１５μＳ．ｃｍ－１）まで水で洗う。セパレーターから
有機相を分離し、溶媒交換をエバポレータータンクにおいて行い、塩化メチレンをクロロ
ベンゼンで置換する。次にこの材料をＺＳＫ　３２脱蔵押出機を通して２８０℃において
続くペレット化と共に押出す。最初の材料の廃棄後、合計１．９６ｋｇのポリホルマール
と環状オリゴホルマールとの混合物を結果として透明なペレットとして得る。
【０１１３】
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　得られた主な部分をニーダーにおいてアセトン５リットル部で合計１０回処理して環状
成分を分離する。混合されたアセトン相を蒸発し、環状成分を単離する。生成物２９０ｇ
を一旦得て残渣を乾燥した。
【０１１４】
　分析：
【０１１５】
　ＭＡＬＤＩ－ＴＯＦによる分析：
　装置：Ｂｒｕｋｅｒ　Ｄａｌｔｏｎｉｃ，　Ｂｉｆｌｅｘ　ＩＩＩ
　試料を線形モードで調査した。
　マトリックス：ジトラノール
　付加イオン形成体（ａｄｄｕｃｔ　ｆｏｒｍｅｒ）：ＬｉＣｌ
【０１１６】
　ＭＡＬＤＩ－ＴＯＦ（マトリックスとしてジトラノール中／Ｌｉ＋）は生成物が検出可
能なサイズにおいて３員環（ｎ＝１）～１９員環（ｎ＝１７）の環のみを含むことを示す
。
【０１１７】
　実施例２～９
　ビスフェノールＴＭＣとビスフェノールＡからの可変組成の環状コ－オリゴホルマール
の合成。
【０１１８】
　別のホルマールを実施例１の合成と同様の方法で製造する（表１参照）。この環状成分
を同様にアセトンで分離する。
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【化１４】

【０１１９】
　分析：
【０１２０】
　ＭＡＬＤＩ－ＴＯＦ（マトリックスとしてジトラノール中／Ｌｉ＋）は生成物が検出可
能なサイズにおいて３員環（ｎ＝２）～１９員環（ｎ＝１８）の環のみを含むことを示す
。
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【０１２１】
　組成物の製造
　抽出物を塩化メチレン中に溶解する。均一溶液を蒸留して乾燥させ、小型射出成形機に
おける処理の前の予備乾燥をする。得られる射出成形ストランドを吸水性を決定する出発
材料として使用する。
【０１２２】
　この組成物の含水率、すなわち吸水度を相対湿度９５％、３０℃の湿潤条件下で試料を
貯蔵することにより測定する。この湿潤条件に導入する直前、７日後および１４日後に含
水率をＫａｒｌ－Ｆｉｓｃｈｅｒ滴定（クーロン滴定法）を用いて測定する（それぞれ４
回の測定から平均値を計算する）。
　表１

　１）ＢＰＡ　ＰＣ＝ビスフェノールＡに基づくポリカーボネート、３００℃における溶
融流量、１．２ｋｇ＝６３ｇ／１０分、Ｔｇ１４５℃］
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